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江
戸
時
代
の
主
要
道
路
だ
っ
た
山
神
社
の
北
側
の
道

路
は
、
現
在
の
蜆
塚
公
園
の
第
二
駐
車
場
か
ら
貝
層
保

存
施
設
の
前
を
通
る
道
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
道
は
旧

高
山
家
住
宅
の
北
側
で
折
れ
曲
が
り
、
佐
鳴
台
の
ホ
ワ

イ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
に
接
続
し
ま
す
。
し
か
し
、
折
れ
曲

が
る
地
点
か
ら
林
地
の
ほ
う
を
見
る
と
、
道
路
状
の
遺

構
が
観
察
で
き
る
こ
と
か
ら
、
貝
層
保
存
施
設
か
ら
ま

っ
す
ぐ
に
西
南
方
向
に
の
び
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。 道

幅
は
、
貝
層
保
存
施
設
前
で
四
・
五
メ
ー
ト
ル
、

林
地
の
中
の
遺
構
は
や
や
判
然
と
し
な
い
も
の
の
約
四

メ
ー
ト
ル
を
測
り
ま
す
。
四
・
五
メ
ー
ト
ル
は
尺
貫
法

の
二
間
半
に
あ
た
り
ま
す
。
蜆
塚
三
丁
目
の
集
落
に
あ

る
古
い
道
の
幅
が
一
・
八
メ
ー
ト
ル
（
一
間
）
で
あ
る

の
と
比
べ
る
と
、
た
い
へ
ん
広
い
道
で
、
し
っ
か
り
と

設
計
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。 

幅
の
広
い
道
路
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
農

地
を
潰
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ぶ
ん
農
業
生

産
は
減
退
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
蜆
塚
村
の
農
家
が
道

路
の
整
備
を
企
画
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
江
戸

時
代
の
主
要
な
道
路
の
企
画
と
建
設
は
、
幕
藩
権
力
の

一
員
で
あ
る
浜
松
藩
が
行
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ

ん
。 江

戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
主
要
道
路
を
ベ
ー
ス
と
し

た
道
路
は
、
浜
松
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
残
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
多
く
は
自
動
車
の
普
及

に
伴
い
、
幅
を
広
げ
る
な
ど
の
工
事
が
施
さ
れ
、
当
時

の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
蜆
塚
に
あ
っ
て

は
、
こ
こ
が
公
園
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
国

が
史
跡
に
指
定
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
整
備
を

ま
ぬ
か
れ
、
江
戸
時
代
の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。
貝

層
保
存
施
設
の
前
の
道
路
に
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的

価
値
が
認
め
ら
れ
ま
す
。 
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一
七
一
二
年
（
正
徳
二
年
）
の
「
敷
知
郡
蜆
塚

村
新
田
検
地
帳
」
に
よ
る
と
、
蜆
塚
村
に
は
「
道

北
」
と
い
う
小
字
が
あ
り
、
一
二
筆
で
二
反
九
畝

0

五
歩
（
約
三0

ア
ー
ル
）
の
畑
が
新
田
と
し

て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。「
道
北
」
の
地
名
が
公
式

の
帳
面
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
蜆
塚
村
に

は
、
た
ん
に
「
道
」
と
い
え
ば
ど
こ
の
道
な
の
か

が
わ
か
る
、
特
に
目
立
つ
道
路
が
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。 

十
七
世
紀
末
に
作
成
さ
れ
た
「
青
山
領
分
絵

図
」
に
は
、
蜆
塚
新
田
に
「
若
宮
」
と
称
す
る
神

社
（
現
在
の
山
神
社
）
が
あ
り
、
そ
の
北
側
に
東

西
方
向
の
道
路
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
蜆

塚
村
で
一
番
目
立
つ
「
道
」
な
の
で
し
ょ
う
。 

こ
の
道
路
は
、
犀
ヶ
崖
付
近
と
佐
鳴
湖
の
大
浦

谷
を
結
ぶ
道
路
で
あ
り
、
佐
鳴
湖
の
舟
運
に
よ
っ

て
運
ば
れ
た
物
資
を
、
浜
松
城
下
に
届
け
る
た
め

の
主
要
な
道
路
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
青

山
領
分
絵
図
」
に
は
、
江
戸
時
代
の
幹
線
道
路
で

あ
る
東
海
道
の
ほ
か
に
も
、
浜
松
城
下
と
領
内
の

集
落
を
結
ぶ
道
路
が
描
か
れ
て
お
り
、
十
七
世
紀

に
地
域
の
主
要
道
路
網
の
整
備
が
す
す
め
ら
れ

た
よ
う
す
が
見
て
取
れ
ま
す
。 
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時
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に
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た
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は
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市
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
残
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
多
く
は
自
動
車
の
普
及

に
伴
い
、
幅
を
広
げ
る
な
ど
の
工
事
が
施
さ
れ
、

当
時
の
姿
を
と
ど
め
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い
ま
せ
ん
。
し
か
し
蜆

塚
に
あ
っ
て
は
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こ
こ
が
公
園
に
取
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込
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こ
と
、
ま
た
、
国
が
史
跡
に
指
定
し
た
土
地

で
あ
る
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江
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時
代
の
主
要
道
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★テーマ展 「家康伝承と浜松」 

 12 月 24 日(土)～令和 5 年 9 月 24 日(日) 

 浜松の各地に残された、家康にまつわる「家康

伝承」に焦点をあてて、後世の浜松の人々がも

った家康に対するイメージについてご紹介しま

す。 

  ＊ギャラリートーク  

  1 月 21 日(土) 14：00 から 30 分程度 

 

★小展示「道具たちの 100 年」 

 開催中～令和 5 年 5 月 21 日(日) 

  

★小展示「干支展 卯」 

 令和 5 年 1 月 28 日(土)～3 月 5 日(日) 

 

★冬休み体験館 

 12 月 24 日(土)～28 日(水) 

 令和 5 年 1 月 4 日(水)、5 日(木) 

 ＊木のおもちゃ絵付け体験 

 ＊ミニしめ飾りづくり (24 日、25 日のみ) 

 ＊昔のおもちゃで遊べるコーナー 

 ＊クイズラリー 

 ＊ガイドツアー など 

 

★かやぶき屋根の下で聞く日本の昔ばなし 

 令和 5 年 1 月 14 日(土)、2 月 11 日(土) 

 14：00 から 30 分程度 

 場所：蜆塚公園内旧高山家住宅 

 参加無料、事前申込不要 

 

 

 

 

 

 
左から 

ホームページ 

ツイッター 

インスタグラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※各イベントの内容、定員、参加費などの詳細は、 

 ホームページ、SNS でご確認ください。 

※イベントは、変更、中止になる場合があります。 

 

新型コロナウイルス感染予防対策として、ご来館の皆様に 

以下のことをお願いしています。 

・マスクの着用 ・館内での会話は控えめに 

・同行者以外との距離をあける 

※体調がすぐれない場合は来館をご遠慮ください。 

浜松市博物館 開館時間：9時～17 時    12～2月の休館日：12/15,16,19,29～31,1/1～3,10,16,23,30,2/6,13,20,24,27 

〒432-8018  浜松市中区蜆塚四丁目 22番 1 号    電話：053－456－2208   FAX：053－456－2275 
Ｅメール：hamahaku@city.hamamatsu.shizuoka.jp     ＨＰ：https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/hamahaku/  

 

 

1936 年（昭和 11年）11 月に発行された『静

岡県浜名郡入野村土地宝典』は、江戸時代から近代

に至る蜆塚の土地利用を考えるうえで、重要な資料

です。ここには蜆塚遺跡付近を切り取った部分を掲

載しました。 

図の上から左に通る白抜きの帯状の部分が、おも

て面で紹介した江戸時代の主要道路です。また、第

三駐車場から旧高山家住宅の西に至る道や、博物館

の正面の案内看板から蜆塚遺跡の南辺に向かう道

なども、土地宝典に描かれています。これらは、

17世紀の蜆塚集落の形成と農地の開発に伴って整

えられた道と考えられます。 

蜆塚遺跡があるのは、画面の中央部分です。ごく

小規模な畑が、ごちゃごちゃとかたまっています。

近世の蜆塚村の形成の最も初めに、蜆塚遺跡付近の

開発が行われたことを示唆します。 

史跡蜆塚遺跡の保存と活用については、『博物館

情報』前号で示したとおりですが、具体的な活用に

あたっては、今号に記したように、蜆塚公園は、江

戸時代の地域社会や村落の姿をとどめているとい

う価値にも目を配りたいところです。 

 

入野村土地宝典にみる蜆塚遺跡 催し物のご案内 


